
大阪後見支援センター所長　　医学博士

大阪大学医学部卒業、同大学院修了

近畿大学医学部助教授

大阪府立大学社会福祉学部教授

厚生省科学研究「認知症疾患ケアの真の向上に関する研究」
　　　　　　　　　　　主任研究者
著書：「絵でみる認知症」他

※本書をご希望の場合はお申し出下さい。

認知症は、早期発見・早期治療が大切です。

なぜだと思いますか？

それには、きちんとした理由があるのです。

「おかしい」と思ったら、年齢のせいと考えて放置することなく、  

出来るだけ早い時期に、お近くの医療機関に相談に行きましょう。
「おかしい」と気づいてから医療機関に相談するまでに、

約７割の家族が２年以上かかっているとの報告があります。

そして、一度診察を受け「大丈夫ですよ」といわれても年々症状が悪くなるようならば、

もう一度、相談に行きましょう。

問い合わせ先 医療法人　都健幸会　都健幸会クリニック

〒５９９－０２３６　　阪南市桃の木台８丁目４２３－３２

☎０７２－４７６－１１３３

場所 サンヒル都　大会議室

講師 大國　美智子先生

（講師紹介）

日時 １０月２２日（土） １３：００～１４：００

講話
「認知症とは何か？

何をどのように理解すればよいのか？」

第３回

みやこ健幸公開講座
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